資本制企業生産諸関係の重層的構造 (田杉競教授記念号) by 片岡, 信之
Title資本制企業生産諸関係の重層的構造 (田杉競教授記念號)
Author(s)片岡, 信之










献 辞・ .ー.. ....‘・ -・…大野英二
ドイツ経営経済学説と統一理論の問題 山本安次郎 1 
研究開発の経営職能論的考察一 -森 俊 i官 34 
パ ナードとの対話ー・ 飯 野春樹 55 
ノ〈ーナード管理論におげる
リーダ-yップの位置づけ ー大平 金 76 
資本制企業生産諸関係の重層的構造・ー 片 岡 信之 92 
企業行動における組織的要因と環境・ 赤 阿 功 110























































































資本制企業生産諸関係の重層的構造 (341) 95 
III 個別資本そのもの













































































































10) これらの研究は価値が価格を介して極めて具体的 現実的 現象的となっどぐる次元での現象


























































































authorityを持っていた人がその職位を離れると同時に authorityをなくす事ひとつを見ても明・・・.. . らかであろう。資本制企業では，資本軍にせよ賃労者にせよ， Sacheとしての資本町{好司人であ
り，各々 が分有する大小の権威は窮極にすe'、ては賢本そのものに発しているのである。
























































16) 口 A Dc泊Hel{Q， Hay1Ca ynpaB.Jl-BHU51 B CCCP， 1967， cTp.8本書の詳細は，門脇延行，ソ
ヴェト生産管理科学について川ー121，r彦担論叢」第147ー 148号，書照白こと。





安次郎編， r経営学説J19叩， 148-149ベ ジ〕。





















































19) サイモソ (Simon，H. A.)はこの点かなり楽観的であるが，この点は疑問であろう。















































































































資本制企業生産詰闇係。重層的構造 く335) 109 
れらの諸学問聞の interdisciplinaryapproachが強調されるが酌，われわれの
ように重層構造的に諸局面主位置づける ζ とを行なわなし、かぎり，どの局面が
ヨリ本質的であるのかり見極めも困難となり，諸学問の総合{じも容易に果しえ
ないのではなかろうか釦。
25) 学問の総合化総合化と言うだけでは不十分であって，これにも大まかに言って2つの道がある
という点については，内田義章， I社会認融自歩みJ1971， 191へージ以下を参照。
26) 本稿で記述したものは企業の生産諸関保や上部構造の全領域にはEっていない。例えば前者で
は，企業 企業間，企業 労組問，企業一一国家聞に関る諸関係は全くふれえなかっιし，
桂者では企業活動の中で生じる諸見解ー理論.企業ー←企業聞や企業 苦組問白領域で対量化
される意志尉係としての諸契約関乱国家意志と企業意，--6、の相互関連領崩，などは主〈関説され
なかった.しかし限られた紙面でこれら全てについて論じる乙とは不可能であり， したがってわ
れわれは企業をどう重層的に把えてゆくかという試みのよ白発点的考察のみで本摘を閉じることに
満足し止ければならなかった。
